陳　述　書
《作成日》
《管轄》簡易裁判所　御中
《申立人商号》
　　　　　　　　申立人　　代表者代表取締役　難波　　元
　本件申立にかかる証券の喪失（盗難・紛失・遺失・焼却）状況は以下のとおり
です。
1　申立人が、いつ、どのようにして本件有価証券の所持人となったか、その経緯

平成１９年５月３１日に当社社員△△△△が《振出人商号》大阪支店にて、雑誌の印刷・製本の代金の支払のため、約束手形を受け取りました。
２　本件有価証券を受け取った後、誰がどのような方法で、保管していたのか。

当社社員△△△△が《振出人商号》大阪支店から約束手形を受け取った後、即日、当社大阪本社に戻り、経理課の□□□□に確認の上、手渡した。□□□□は、経理課内にある保管金庫に保管した。
３　最後に本件有価証券を確認したのはいつ、どこでか。

当社経理課の□□□□が、平成１９年６月２０日に帳簿との照合の際、確認した。
４　いつ、どのようなことから本件有価証券がないことに気づいたのか。

平成１９年６月２５日に当社経理課長★★★★が確認したところ、枚数にずれがあることが判明した。
５　どのような方法で探したのか。

　平成１９年６月２５日から翌日に掛けて、当社経理課を挙げて、社内をくまなく捜索したが、見つからなかった。
６　いつ、どうして喪失したものと思われるか。警察に届出をしたか。
　平成１９年６月２１日に金庫内の帳簿について廃棄処理をした際に、紛れて廃棄処理に出したものと推測される。警察への届出は、平成○年６月２６日に、前記経理課の□□□□が大阪府警××警察署に遺失届を提出した。遺失届の受理番号は№１２１２です。遺失届受理証明書は別添のとおりです。
７　今回、公示催告の申立てをすることになったのはどういう理由か。

振出人の《振出人商号》に以上の事情を報告したところ、手形金の請求には公示催告手続をとるよう要請されたため。
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「以下」は記入例です。内容は事案に合わせて、適宜記入してください。


※このコメントを削除するには、この上で右クリックして表示されるメニューから【コメントを削除】を選択






